
はるはるみっけみっけ

山形県三川町議会／〒997-1301 山形県東田川郡三川町大字横山字西田85番地　TEL0235-35-7039・FAX66-3309
http://www.town.mikawa.yamagata.jp　　　編集／三川町議会広報常任委員会　印刷／鶴岡印刷株式会社

消防団員報酬見直し 3月定例会 P 2～3

三川誕生70周年記念事業は 予算審査特別委員会 P4～7

安心できる避難所を 一般質問 P 8～14

この町が大好き 小学生との議場懇談会 P 15

三川男子ミニバスケットボールスポーツ少年団 シリーズ59「がんばってます」 P 16

No.165
3月議会
2024.
４.15



令和 6年 4月 15日　第 165 号 2

　
第
２
回
議
会
定
例
会
は
３
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。

　
諸
般
報
告
１
件
の
後
、
町
長
よ
り
「
施
政
方
針
」、
教
育
委
員
会
・
農
業
委
員

会
か
ら
「
行
政
方
針
」
が
示
さ
れ
、
令
和
５
年
度
の
補
正
予
算
６
件
、
令
和
６
年

度
予
算
５
件
、
条
例
13
件
、
人
事
案
件
２
件
、
議
長
発
議
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
６
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
臨
時
会
は
２
月
27
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
３
件
、
条
例
改
正
１
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

（
2
〜
3
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
佐
久
間
　
千
佳
）

333月月月
定例会定例会定例会消防団員の処遇改善 防消防団員の処遇改善 防災力の維持に期待

補
正
予
算

一
般
会
計

　
８
０
６
万
６
千
円
を
減
額

し
、
56
億
５
０
２
５
万
７
千

円
と
し
ま
し
た
。

（
主
な
内
容
）

●
歳
入

◎
個
人
町
民
税
現
年
課
税
分

を
１
９
０
０
万
円
増
額
し
、

法
人
町
民
税
現
年
課
税
分
を

５
５
０
万
円
減
額

●
歳
出

◎
雨
水
対
策
推
進
事
業
を

２
９
６
０
万
円
減
額

◎
橋
梁
長
寿
命
化
対
策
事
業

に
１
5
1
9
万
３
千
円
を
追

加◎
公
園
費
を
１
４
７
万
９
千

円
減
額

◎
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

費
補
助
金
を
８
９
４
万
４
千

円
減
額

条
例
改
正

●
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
提
案
理
由
）
消
防
団
員
の

処
遇
の
改
善
を
図
る
た
め
。

主
な
質
疑

問
　消
防
団
員
の
な
り
手
不

足
に
よ
る
処
遇
改
善
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
配
備
し

て
い
る
機
材
の
能
力
に
応
じ

て
差
が
つ
い
て
い
た
報
酬
を

同
額
に
し
た
要
因
は
。

専
決
処
分

令
和
5
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
7
号
）

　
８
５
２
２
万
２
千
円
を
追

加
し
、
55
億
９
５
０
５
万
１

千
円
と
し
ま
し
た
。

（
主
な
内
容
）

◎
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対

す
る
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
金
給
付
事
業
に
３
６
３
５

万
５
千
円
を
計
上

◎
物
価
高
騰
家
計
応
援
ク
ー

ポ
ン
券
発
行
事
業
へ
４
４
５

１
万
円
を
計
上

令
和
5
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
8
号
）

　
６
３
２
７
万
２
千
円
を
追

加
し
、
56
億
５
８
３
２
万
３

千
円
と
し
ま
し
た
。

（
主
な
内
容
）

◎
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
金
給

付
事
業
へ
１
７
２
７
万
２
千

円
を
計
上

◎
土
地
改
良
施
設
整
備
事
業

へ
４
６
０
０
万
円
を
計
上

専
決
処
分
（
条
例
改
正
）

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
提
案
理
由
）
全
世
代
対
応

型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
る
。

条
例
改
正

●
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
提
案
理
由
）
地
方
公
共
団

体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
の
施
行
に
よ
る
。

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

パルク赤川パルク赤川

小型ポンプ　性能検査小型ポンプ　性能検査
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消防団員の処遇改善 防消防団員の処遇改善 防災力の維持に期待
総
務
課
長
　
消
防
庁
か
ら
の

通
達
に
示
さ
れ
た
額
に
準
じ
、

ま
た
、
他
市
町
村
と
同
額
の

報
酬
に
設
定
し
た
も
の
で
す
。

問
　そ
れ
ぞ
れ
の
機
材
に
よ

る
防
災
活
動
内
容
・
エ
リ
ア

の
違
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
報
酬
が
統
一
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
今
後
、
活
動
面

で
の
平
準
化
は
図
ら
れ
る
の

か
。

総
務
課
長
　
処
遇
改
善
に
よ

る
団
員
確
保
を
目
的
と
し
て

お
り
、
出
動
範
囲
に
関
し
て

は
従
前
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問
　班
長
と
班
員
の
報
酬
の

差
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、

班
長
の
な
り
手
不
足
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
増
額
等
の
対
応

が
必
要
で
は
。

総
務
課
長
　
班
長
に
つ
い
て
、

消
防
庁
の
通
達
基
準
は
す
で

に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
よ
り
も
増
額
し
部
長
と
団

員
の
間
と
い
う
こ
と
で
こ
の

額
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

人
事
案
件

人
事
案
件

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

　
折
原
　
忍
氏
（
上
町
）

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
佐
藤
　
隆
弘
氏
（
青
山
）

読者の窓読者の窓
1.　議会広報のよく読むページや気になる取り組みはありますか？

町内の教育に関する記事があれば、興味を持って読んでいます。子
ども達の成長を応援していってくれる三川町になってほしいです。

2. 　 より読みやすい、手に取りやすい広報誌にするには、どのような取り
組みが良いかアドバイスをお聞かせ下さい。

  農業・教育・施設・福祉等、ジャンル別に提案
や取り組みをまとめて掲載していただけると、
よりわかりやすい感じがします。

3. 　議会や町への要望等あればおきかせ下さい。

 どの年代も生きいきと暮らせるよう、幅広い視
点で町を支えて頂きたいと思っています。 渡部佳子さん

（押切中町）

職名
年額報酬

旧 新

基 本 団 員

団長 152,000 152,000
副団長 91,000 91,000
分団長 73,000 73,000
副分団長 60,000 60,000
部長 40,000 40,000
班長 37,000 39,000
自動車ポンプ班員 21,000 36,500
積載車班員 23,000 36,500
小型動力ポンプ班員 21,000 36,500
女性消防団員 10,000 36,500

機能別団員
操法等指導団員 10,000 10,000
訓練等支援団員 6,000 6,000

出動等区分
出動報酬

旧 新

災害・
警戒等

4時間未満 1,800 円 / 回 2時間未満 2,000 円 / 回

4 時間以上 3,000 円 / 回
2時間以上
4時間未満 4,000 円 / 回

4 時間以上 8,000 円 / 回
学校入校等訓練 2,400 円 / 回 2,400 円 / 回

議
会
の
個
人
情
報
保
護
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で

に
お
け
る
、
本
議
会
の
個
人
情
報
保
護
に
係
る
実
施
状

況
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

•

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数

0
件

•

個
人
情
報
訂
正
請
求
件
数

0
件

•

個
人
情
報
利
用
停
止
請
求
件
数

0
件

•

審
査
請
求
件
数

0
件
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
4
〜
5
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
重
行
）

3
月
8
日
・
11
日
の
2
日
間
、
令
和
6
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
会

し
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
議
長
を
除
く
9
人
の
議
員
で
構
成
し
、
委
員
長
に
鈴
木
重
行
委
員
、

副
委
員
長
に
佐
久
間
千
佳
委
員
を
選
出
し
審
査
を
行
い
、
令
和
6
年
度
予
算
を

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

三川誕生70周年三川誕生70周年
鈴木　重行 委員長

の
期
間
は
5
年
間
で
、
令
和

6
年
度
ま
で
と
実
施
期
間
が

短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
延
長
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
新
た
な
制
度
の
計
画
に
取

り
組
む
予
定
で
す
。

除
雪
対
策
の
強
化
は

佐
久
間

　千
佳
委
員

問

除
雪
対
策
費
に
お
い

て
、
新
規
住
宅
団
地

や
産
業
団
地
の
造
成
に
よ
る

除
雪
路
線
の
延
長
が
予
測
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
対
策
と
し

て
除
雪
車
を
増
設
す
る
考
え

は
。

建
設
環

境
課
長
除
雪
路
線
の
増
加
に

伴
う
除
雪
車
の
増
強

に
関
し
て
は
、
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
等
を
考
慮
し
て
見
極
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

若
者
地
元
定
着
・
回

帰
促
進
事
業
負
担
金

の
事
業
内
容
は
。

産
業
振

興
課
長
鶴
岡
地
区
雇
用
対
策

協
議
会
が
行
っ
て
い

る
「
地
元
就
職
応
援
サ
イ
ト
　

鶴
岡
仕
事
ナ
ビ
」の
運
営（
三

川
６
社
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン
企

業
説
明
会
（
三
川
３
社
）
の

開
催
で
す
。

主
な
質
疑

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
推
進
を

小
野
寺

　正
樹
委
員

問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
事
業
の
推
進
策
は
。

産
業
振

興
課
長
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

増
や
す
事
が
寄
附
を

増
や
す
方
策
の
一
つ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
新
た
に
導
入
す
る
「
さ
と

ふ
る
」
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

運
営
会
社
と
出
品
者
と
の
直

接
契
約
の
た
め
、
出
品
者
に

説
明
会
を
開
き
理
解
を
得
て

い
る
所
で
す
。

問

個
人
町
民
税
均
等
割

を
5
0
0
円
減
額
と

す
る
要
因
は
。

町
民

課
長
令
和
5
年
度
ま
で
は

東
日
本
大
震
災
に
よ

り
緊
急
防
災
策
と
し
て
加
算

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

給
食
費
へ
の
補
助
を

砂
田

　茂
委
員

問

学
校
給
食
費
補
助
金

の
内
容
は
。

教
育

課
長
物
価
高
騰
に
よ
り
、

給
食
費
を
小
学
校

2
8
0
円
、
中
学
校
3
4
0

円
と
し
ま
し
た
が
、
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
令

和
4
年
度
の
基
準
に
抑
え
る

目
的
で
小
学
校
で
20
円
、
中

学
校
で
40
円
分
を
補
助
す
る

も
の
で
す
。

問

寄
附
金
に
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」
制

度
実
施
の
考
え
は
。

企
画
調

整
課
長
現
行
の
「
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
」
制
度
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

令和6年度令和6年度令和6年度
予算審査予算審査予算審査

問

町
営
バ
ス
で
車
イ
ス

が
利
用
で
き
る
バ
ス

の
運
行
は
あ
り
ま
す
か
。

総
務

課
長
町
営
バ
ス
は
町
内
の

い
ろ
い
ろ
な
団
体
か

ら
利
用
を
頂
い
て
い
ま
す
。

身
障
者
に
対
応
し
た
バ
ス
に

な
る
と
ス
ペ
ー
ス
を
多
く
必

要
と
な
る
事
か
ら
今
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
の
課
題
と

し
て
い
ま
す
。

令和7年令和7年1月1日1月1日 三川誕生70周年三川誕生70周年
70
周
年
記
念
事
業
は

町
野

　昌
弘
委
員

問

三
川
誕
生
70
周
年
記

念
行
事
の
時
期
と
内

容
は
。

総
務

課
長
時
期
は
本
町
が
合
併

し
た
日
が
1
月
1
日

で
す
の
で
令
和
7
年
1
月
1

日
以
降
に
、
内
容
は
60
周
年

記
念
に
な
ら
う
よ
う
な
形
で

記
念
公
演
・
式
典
と
、
こ
の

10
年
で
町
政
に
功
労
が
あ
っ

た
方
へ
の
特
別
表
彰
等
を
考

え
て
お
り
、
こ
の
10
年
の
あ

ゆ
み
と
し
て
記
念
誌
の
発
行

も
考
え
て
い
ま
す
。

入
力
・
集
計
・
分
析
等
、
結

果
の
と
り
ま
と
め
も
考
え
て

い
ま
す
。

高
齢
者
へ
の
買
い
物

支
援
は鈴

木

　淳
士
委
員

問

宅
配
サ
ー
ビ
ス
等
支

援
事
業
は
高
齢
者
福

祉
対
策
と
し
て
展
開
す
べ
き

と
思
う
が
、
補
助
金
が
6
割

も
増
額
す
る
理
由
は
。

産
業
振

興
課
長
店
舗
へ
送
迎
し
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
事
業
者
支
援
策
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

商
工
観

光
係
長
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受

注
件
数
増
加
と
、
ガ

ソ
リ
ン
単
価
等
諸
経
費
の
高

騰
に
よ
る
も
の
で
す
。

問

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
ア
ス
ベ
ス
ト

検
査
が
不
要
に
な
る
よ
う
な

安
全
対
策
は
。

農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
所
長

ホ
ー
ル
の
天
井
に

一
部
残
留
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
は
物
置
で
あ

り
人
の
出
入
が
な
い
の
で
検

査
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
ボ
イ
ラ
ー
室
の
煙

婚
活
支
援
の
推
進
を

佐
藤

　栄
市
委
員

問

結
婚
支
援
事
業
の
進

め
方
と
負
担
割
合
は
。

企
画
調

整
係
長
町
単
独
で
は
な
か
な

か
進
ま
な
い
こ
と
も

あ
り
、
庄
内
5
市
町
に
枠
を

広
げ
、
連
携
し
て
A
Ⅰ
や
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
※
メ
タ

バ
ー
ス
婚
活
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
業
者
へ
の
業
務
委
託
と
い

う
形
で
、
負
担
金
は
5
市
町

の
人
口
割
で
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
空
間

問

こ
ど
も
計
画
等
ニ
ー

ズ
調
査
の
目
的
は
。

子
育
て
支
援

室
長
補
佐

第
2
期
子
ど
も
子

育
て
支
援
事
業
計

画
が
令
和
6
年
度
で
終
わ
る

こ
と
か
ら
、
7
年
度
か
ら
始

ま
る
第
3
期
支
援
事
業
の
策

定
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
と
、

7
年
度
策
定
予
定
の
こ
ど
も

計
画
と
、
一
体
的
な
計
画
と

す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
設
計
と

歴史を紡いできた三川町役場

突
に
残
留
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト

が
あ
る
た
め
検
査
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
が
、
各
会
議
室

等
へ
の
空
調
設
備
完
備
後
は
、

そ
の
部
分
を
密
閉
す
る
工
事

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
保
の
納
付
状
況
は

小
林

　茂
吉
委
員

問

国
民
健
康
保
険
事
業

費
納
付
金
の
被
保
険

者
一
人
あ
た
り
の
額
と
県
内

32
保
険
者
で
は
、
本
町
は
何

番
目
に
位
置
す
る
の
か
。

町
民

課
長
一
人
あ
た
り
13
万
６

２
９
７
円
の
納
付
金

額
で
あ
り
、
県
内
で
上
か
ら

７
番
目
に
な
り
ま
す
。

問

若
者
定
着
奨
学
金
返

還
支
援
事
業
の
支
援

基
金
出
捐
金
が
、
近
年
、
減

額
が
続
い
て
い
ま
す
。
事
業

へ
の
応
募
状
況
と
、
事
業
の

必
要
性
と
効
果
は
。

産
業
振

興
課
長
現
在
は
１
〜
２
人
の

申
込
が
あ
り
ま
す
が
、

利
用
者
の
増
減
と
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
今
後
も

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。



令和 6年 4月 15日　第 165 号 6

将来にわたって活躍できる人を育むまち　2億 7864万円　2億 7864万円

いつまでも健康で安心して暮らせるまち　2億 8438万円　2億 8438万円

労働費0.1％

衛生費4.2％

民生費29.7％

総務費15.4％

議会費1.4％

農林水産業費8.9％

％は構成比　（　）内は前年比較　千円以下は省略して表記

と総合計画事業の主な内容5050億億 200200万円万円

（
6
〜
7
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
淳
士
）

◎子育てしやすいまちづくりの推進
・子育て支援センター事業 2064万円
　　育児不安等に対する相談指導、一時預かり

・子育て支援医療給付事業 3656万円
　　 ０～18歳までの児童に係る医療費の一部負担金

の全額助成

・学童保育支援事業 7962万円
　　学童保育所運営事業者に対する補助、施設整備補助

◎誰もが健康で幸せに過ごせる共生社会の実現
・社会福祉法人等支援事業 2589万円
　　社会福祉法人、社会福祉団体の活動に対する補助

・高年齢者就業機会確保事業 277万円
　　シルバー人材センターに対する支援

・健康増進事業 1587万円
　　健康診断、がん検診の実施、健康マイチャレの実施

◎生涯学ぶことができる地域社会の実現
・社会教育団体等活動推進事業 43万円
　　芸術文化協会、来夢来人等に対する活動支援

・生涯学習活動実践事業 298万円
　　町民講座、みかわ秋まつり、菜の花大学の開催

・社会体育団体等活動推進事業 502万円
　　 スポーツ少年団、みかわスポーツクラブ等に対

する活動支援

◎安全で安心して暮らせる強靭なまちの実現
・公共施設等長寿命化対策事業 715万円
　　みかわ保育園・幼稚園の大規模改修工事

・常備消防事務委託事業 2億1435万円
　　常備消防事務の鶴岡市への委託

・安全で明るい町づくり推進整備事業 53万円
　　防犯灯の設置、修繕及びLED化の促進

444万円
（＋21万円）

2億966万円
（-3260万円）

14億8541万円
（＋4790万円）

7億6781万円
（＋1億7103万円）

7141万円
（＋269万円）

4億4514万円
（＋878万円）



令和 6年 4月 15日　第 165 号7

創造力にあふれ豊かさを実感できるまち　３億 7526万円　３億 7526万円

未来に向かって継続し発展するまち　３億 608万円　３億 608万円

令和6年度　一般会計 5050億億 200200万円万円

商工費7.7％

教育費9.0％予備費等0.2％

消防費5.2％

土木費8.1％

公債費10.1％

◎活力に満ちた産業の育成と雇用の創出
・食育・地産地消推進事業 131万円
　　小中学校の交流給食、地産地消に対する支援

・農用地保全活動推進事業 1億6575万円
　　農業関連資源や農村環境を守る活動に対する支援

・中小企業等振興支援事業 5886万円
　　出羽商工会の活動支援、買い物弱者対策の推進

◎安定した生活基盤を支えるインフラ整備
・道路舗装事業 2892万円
　　交通量が多く路面の損傷が多い路線の計画的な整備

・橋梁長寿命化対策事業 1069万円
　　橋梁の点検や維持補修工事の計画的な実施

・地域公共交通推進事業 588万円
　　デマンドタクシーの運行

◎みかわブランドをいかした交流人口・関係人口の拡大
・「いろり火の里」推進事業 5567万円
　　施設の大規模改修と機能強化に向けた設備整備

・結婚推進事業 189万円
　　婚活事業実施の個人・団体補助、新生活費用補助

・移住定住促進事業 250万円
　　町外からの移住のための住宅取得に対する支援

◎町民総参加によるまちづくりの推進
・地域づくり活動推進事業 1081万円
　　町内会総合交付金、コミュニティ活動支援員派遣

・電子自治体推進事業 7957万円
　　情報ネットワークと各種システム関連機器の管理

◎自然と調和した住環境の整備
・住まいづくり支援事業 1780万円
　　住宅建設・購入、リフォーム等に係る費用補助

・廃棄物処理事業 1億1万円
　　ごみ収集運搬業務及び廃棄物処理業務の委託

3億8744万円
（＋120万円）

4億4889万円
（-1億3480万円）

1002万円
（＋0万円）

2億5960万円
（＋2706万円）

4億501万円
（-1億6122万円）

5億717万円
（＋3275万円）



令和 6年 4月 15日　第 165 号 8

一
般
質
問

一
般
質
問

（
8
～
14
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
小
野
寺
　
正
樹
）

議会ホームページは
こちらから
（音声配信中）

　町政に関して議員が質問を行い、新たな
政策の提案や意見を述べ、時には是正を求
め、町政をより良い方向へ導くものです。

一般質問
とは…

砂田　茂 議員 （11ページ）
●地震災害時の避難所対策は
○猫の多頭飼育について
●高齢者の移動手段は

鈴木 淳士 議員 （12ページ）
●「いろり火の里」のこれまでと今後は
●協働による「素敵な町づくり」を

佐久間 千佳 議員 （13ページ）
●教育行政は
○友好都市について
●農業行政は

鈴木 重行 議員 （14ページ）
●令和６年度三川町施政方針について
○令和６年度三川町教育委員会行政方針について
○令和６年度三川町農業委員会行政方針について

小野寺 正樹 議員 （9ページ）
●食料、飲料水及び生活必需品等の確保計画
　について
●地域防災計画の見直しについて

小林 茂吉 議員 （10ページ）
●総務行政について
●企画行政について
○教育行政について

3月5日と7日に６人の議員が以下の
項目について質問しました。
●の内容を掲載しています。

町 政 を 問 う ３
月
定
例
会



令和 6年 4月 15日　第 165 号9

一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

全戸配布されている
非常持出袋

能
登
半
島
地
震
を
教

訓
に
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
新
し
く
発
行
し
て

は
。
ま
た
災
害
時
の
ペ
ッ
ト

の
扱
い
は
。

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
令
和
３
年
に
全
て

の
世
帯
に
配
布
し
て
、
現
時

点
で
は
主
な
対
策
や
内
容
に

つ
い
て
大
き
な
変
更
の
必
要

は
な
い
も
の
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

　
避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト

対
応
の
検
討
も
含
め
、
訓
練

や
研
修
会
な
ど
、
防
災
に
関

す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
考

え
て
い
き
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
活

動
に
お
い
て
、
自
主

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
消
防

団
Ｏ
Ｂ
等
の
活
用
は
。

各
自
主
防
災
組
織
に

お
い
て
防
災
リ
ー

小
お

野
の

寺
でら

正
まさ

樹
き

  議員

災害時の生活必需品の確保を
町長　今後の検討課題とします

緊
急
処
置
対
応
策
と

し
て
、
最
低
限
の
生

活
必
需
品
を
備
え
る
べ
き
で

は
。

食
料
や
飲
料
水
等
に

つ
い
て
は
、
町
内
及

び
近
隣
の
関
連
事
業
者
と
の

協
定
に
基
づ
く
供
給
を
想
定

し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、

保
管
場
所
な
ど
の
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
の

備
蓄
は
実
施
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
検
討

課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。

災
害
対
策
本
部
の
設

置
場
所
と
し
て
三
川

町
公
民
館
も
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
が
見
直
し
が
必
要
で
は
。

現
時
点
で
の
役
場
に

次
ぐ
本
部
の
設
置
場

所
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
交

流
施
設
「
テ
オ
ト
ル
」
を
想

定
し
て
お
り
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
修

正
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
、
仮
設
ト

イ
レ
の
確
保
が
問

題
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
改
善

策
は
。

大
規
模
災
害
時
の
避

難
所
に
お
け
る
ト
イ

レ
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
大

き
な
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
の
整
備
も

進
め
て
お
り
、
今
後
と
も
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問

町
長

問町
長

問 町
長

町
長

ダ
ー
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
に
限
定
せ
ず
に

育
成
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
用
通
信
施
設
災

害
予
防
計
画
に
「
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ラ
イ
ン

等
の
防
災
速
報
ア
プ
リ
の
運

用
を
促
す
」
な
ど
の
文
言
を

付
け
足
す
べ
き
で
は
。

町
内
会
の
集
会
や
、

自
主
防
災
組
織
の
災

害
訓
練
、
さ
ら
に
町
内
会
等

を
対
象
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
応
す
る
た
め
の
出
張
講

座
の
開
設
、
防
災
情
報
の
有

用
な
取
得
方
法
の
周
知
と
、

活
用
の
拡
大
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問

町
長

問

災
害
時
の

緊
急
対
応
策
は

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

見
直
し
を

問町
長
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一
般
質
問�

―
6
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
こばやし

林　茂
しげよし

吉  議員女性活躍社会

「つながり」を大切に

女性管理職の登用率をあげよ
町長　女性活躍につながる判断をする

女
性
の
係
長
級
以
上

の
職
員
割
合
を
引
き

上
げ
て
、
管
理
職
登
用
の
プ

ロ
セ
ス
に
、
必
要
な
経
験
が

積
め
る
ポ
ス
ト
に
公
正
な
人

事
評
価
に
基
づ
き
計
画
的
に

女
性
を
登
用
す
べ
き
で
は
。

管
理
職
ポ
ス
ト
は
現

在
９
人
の
内
、
女
性

は
１
人
で
す
。
92
人
の
職
員

の
男
女
割
合
は
約
半
数
で
あ

り
、
男
女
の
区
別
が
な
い
よ

う
女
性
活
躍
の
視
点
か
ら
も

評
価
を
し
て
い
き
ま
す
。

任
期
の
定
め
の
な
い

常
勤
職
員
で
、
男
性

の
給
与
に
対
す
る
女
性
の
給

与
の
割
合
を
ど
う
分
析
す
る

か
。

昇
任
、
昇
格
の
時
期

に
よ
り
職
員
間
で
の

差
異
は
生
じ
ま
す
が
、
男
女

誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
地
域
へ

間
の
格
差
は
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

個
々
の
職
員
は
、
休

暇
を
取
得
し
や
す
い

雰
囲
気
の
醸
成
や
環
境
づ
く

り
を
求
め
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
所
属
長
は
、
部
下
が
年

次
有
給
休
暇
を
積
極
的
に
取

得
す
る
に
は
何
を
す
べ
き
か
。

取
得
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
業
務
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
確
立
や

事
務
事
業
の
効
率
化
、
簡
素

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

人
々
の「
つ
な
が
り
」

の
意
識
で
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
感
覚
と
い
っ
た

視
点
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸

成
型
」
の
政
策
展
開
が
求
め

ら
れ
る
と
思
う
が
見
解
は
。

地
域
社
会
の
「
つ
な

が
り
」
が
希
薄
化
の

傾
向
に
あ
る
と
認
識
し
ま
す
。

　
地
域
の
「
つ
な
が
り
」
が

強
ま
る
こ
と
に
よ
り
自
主
・

自
立
的
な
活
動
が
活
発
化
し
、

ひ
い
て
は
地
域
も
活
性
化
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
様
々
な
交

流
の
場
の
創
出
と
町
内
会
総

合
交
付
金
や
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
支
援
員
派
遣
事

業
な
ど
に
よ
り
支
援
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

ウ※

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
標
榜
し
た
環
境
・

福
祉
・
経
済
の
各
施
策
を
講

じ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
心

問町
長

問町
長

問総
務
課
長

問町
長

問

企
画
調
整

課
　
　
長

※�

個
人
や
社
会
に
良
い
状
態

に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
底

上
げ
す
る
意
味
で
の
指
標
づ

く
り
の
考
え
は
。

一
人
ひ
と
り
の
幸
せ

の
感
じ
方
は
違
い
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
難
し
さ

を
自
覚
し
な
が
ら
も
、
今
後

の
政
策
評
価
に
生
か
す
指
標

づ
く
り
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。



令和 6年 4月 15日　第 165 号11

一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

内閣府「災害対応力を強化する
女性の視点」から

女性用更衣室 男性用更衣室

授乳室

きがえるところ（女）

じゅにゅうしつ
授乳室 女の人の部屋

おんな
きがえるところ（男）

おとこ

女性専用スペース

おんな ひと へ　や

デマンドタクシー

安心できる避難所を
町長　プライバシー確保に努める

町
外
ま
で
の
運
行
は

砂
すな

田
だ

　　茂
しげる

  議員

大
地
震
や
津
波
の
遡

上
に
よ
る
住
宅
被
害

で
発
生
す
る
避
難
者
数
と
、

そ
れ
に
伴
う
避
難
所
開
設
の

考
え
は
。町

の
地
域
防
災
計
画

に
よ
る
地
震
被
害
は
、

庄
内
平
野
東
縁
断
層
帯
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
・
5
の
地
震
で
住
宅
の
全

壊
が
２
１
２
～
２
２
７
戸
、

半
壊
が
４
６
９
～
５
０
２
戸

で
、
避
難
者
数
は
６
５
１
～

６
８
５
人
と
想
定
し
て
い
ま

す
。

　
山
形
県
の
調
査
・
試
算
に

基
づ
い
た
想
定
で
、
大
規
模

地
震
で
の
津
波
の
遡
上
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
水
は
赤

川
の
河
川
敷
に
留
ま
る
と
さ

れ
て
お
り
住
宅
へ
の
被
害
の

可
能
性
は
低
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
開
設
は
震

度
５
強
以
上
と
し
て
い
ま
す
。

避
難
所
の
水
、
食
料

等
の
備
蓄
と
室
温
対

策
は
。

町
内
や
近
隣
の
事
業

者
と
の
協
定
に
基
づ

く
供
給
を
想
定
し
て
お
り
備

蓄
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
ま

す
。

　
室
温
対
策
で
は
、
小
学
校

の
体
育
館
で
冬
は
石
油
ス

ト
ー
ブ
や
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー

タ
ー
、
夏
は
冷
風
機
や
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
、
扇
風
機

な
ど
で
の
対
応
を
想
定
し
て

い
ま
す
。避

難
者
の
ス
ト
レ
ス

軽
減
の
た
め
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
確
保
対
策
は
。

個
人
や
家
族
の
居
住

ス
ペ
ー
ス
は
、
避
難

ル
ー
ム
テ
ン
ト
や
パ
ネ
ル

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
要
支
援

者
や
女
性
専
用
の
ス
ペ
ー
ス

等
も
設
置
す
る
計
画
で
、
避

難
者
が
ス
ト
レ
ス
な
く
過
ご

せ
る
よ
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

問

問

問

運
転
免
許
自
主
返
納

者
や
高
齢
者
な
ど
か

ら
要
望
の
あ
る
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
町
外
ま
で
の
運

行
の
考
え
は
。

道
路
運
送
法
に
基
づ

く
「
一
般
乗
合
旅
客

自
動
車
運
送
事
業
」
で
は
、

運
行
計
画
区
域
内
の
バ
ス
及

び
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
の
協

議
で
の
運
行
許
可
が
必
要
と

い
う
法
的
課
題
が
あ
り
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
町
外
ま

で
の
運
行
は
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
便
性
に
合
わ
せ
た

運
行
時
間
の
見
直
し

は
。

現
在
、
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
の

１
日
７
便
で
運
行
し
て
い
ま

す
が
、
利
用
者
か
ら
の
要
望

を
聞
き
な
が
ら
見
直
し
や
改

善
に
努
め
て
い
ま
す
。

問

町
長

問町
長



令和 6年 4月 15日　第 165 号 12

一
般
質
問�

―
6
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

いろり火の里への負担軽減策を
町長　企業活用などの改善策を考えたい

鈴
すず

木
き

　淳
じゅんし

士  議員
民間企業経営による新たな展開を…

「町づくり」は
町職員と町民との協働で…

の
後
の
修
繕
改
修
費
用
は
約

９
億
４
４
０
０
万
円
で
あ
り
、

今
後
８
年
間
の
修
繕
見
込
み
は

約
２
億
９
６
０
０
万
円
で
す
。

い
ろ
り
火
の
里
の
建

設
費
及
び
修
繕
費
は
。

建
設
費
総
額
は
約

33
億
４
千
万
円
、
そ

問町
長

問

問

町
長

当
初
計
画
で
は
、
事

業
収
益
が
見
込
め

る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
町

が
支
払
う
管
理
委
託
料
と
受

け
取
る
賃
貸
料
と
の
関
係
は
。

平
成
15
～
17
年
ま
で

は
年
間
６
６
６
万
円

の
収
益
金
が
町
に
納
付
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
18
年
以

降
は
、委
託
料（
指
定
管
理
料
）

と
賃
貸
料
を
２
１
５
０
万
円

の
同
額
と
し
て
い
ま
す
。

な
の
花
温
泉「
田
田
」

は
町
民
に
よ
る
利
用

が
多
い
一
方
、「
な
の
花
ホ
ー

ル
」
や
「
田
田
の
宿
」
の
利

用
は
少
な
い
が
、
当
初
の
設

置
目
的
と
現
状
の
利
用
実
態

を
分
析
し
て
の
所
見
は
。

当
時
の
町
長
か
ら
、

町
民
の
福
祉
向
上
、

憩
い
の
場
で
あ
り
庄
内
の
発

展
に
寄
与
す
る
施
設
で
あ
る

と
説
明
を
受
け
、「
行
政
財

産
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
将

来
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
べ

き
時
期
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

「
田
田
」
の
み
町
直

営
と
し
、
他
の
施
設

に
つ
い
て
は
全
国
的
に
事
例

の
多
い
民
間
企
業
へ
の
売
却

問町
長

や
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
高
い

企
業
を
指
定
管
理
者
に
選
択

す
る
な
ど
、
町
の
財
政
負
担

軽
減
を
図
る
検
討
が
必
要
で

は
。

町
の
負
担
を
回
避
す

る
対
策
と
し
て
、
民

間
ノ
ウ
ハ
ウ
で
赤
字
部
門
を

受
け
入
れ
て
く
れ
る
企
業
が

あ
れ
ば
、
経
営
改
善
策
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
素
敵
な
町
づ
く
り
」
に
は
慎
重
な
対
応
が
必
要

問企
画
調
整

課
　
　
長

小
学
生
か
ら
の
「
協

働
に
よ
る
素
敵
な
町

づ
く
り
」
と
い
う
提
言
に
応

え
る
た
め
に
も
、
各
町
内
会

の
住
環
境
改
善
計
画
を
町
当

局
と
住
民
と
の
協
働
事
業
と

し
て
展
開
し
て
は
。

各
町
内
会
の
持
続
的

発
展
の
た
め
に
は
有

効
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
対
策
と
し
て
も
有

効
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
道

路
整
備
や
公
園
改
修
事
業
な

ど
工
事
費
が
伴
う
事
業
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
ル
ー
ル
な

ど
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

総
務
課
長



令和 6年 4月 15日　第 165 号13

一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

佐
さ

久
く

間
ま

 千
ち

佳
よし

  議員 AI を上手に使いこなす力を

農業のデジタル化が進んできている

生成AIの活用は
教育長　限定的に利用を始める

文
科
省
で
は
小
中
高

校
で
の
生※

成
Ａ
Ｉ
の

利
用
を
認
め
る
指
針
を
出
し

て
い
ま
す
が
、
教
育
現
場
に

お
け
る
活
用
は
。

生
成
A
I
は
現
時
点

で
は
ま
だ
発
展
途
上

で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス

ク
も
伴
う
こ
と
か
ら
、
児
童

生
徒
の
発
達
段
階
を
十
分
に

町
長

問

問

考
慮
し
、
教
師
側
も
A
I

に
関
す
る
基
本
的
な
概
念
や

影
響
を
理
解
し
た
上
で
、
当

面
は
教
育
的
に
有
効
と
判
断

で
き
る
部
分
に
つ
い
て
限
定

的
に
利
用
を
始
め
る
こ
と
が

適
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

酒
田
市
の
光
陵
高
校

で
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
の
パ
イ

問

問

教
育
長

※
生
成
A
I
…
A
I（
人
口
知
能
）

の
一
種
で
A
I
を
用
い
て
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
成
果
物
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
徴

※
Ｊ
-
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
…
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

等
の
排
出
削
減
量
を「
ク
レ
ジ
ッ

ト
」と
し
て
国
が
認
証
し
、
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。
水

田
の「
ワ
キ
」に
よ
る
メ
タ
ン
発

生
の
抑
制
策
と
し
て
、
中
干
し

期
間
の
延
長
に
よ
り
創
出
さ
れ

た「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」を
販
売
で
き
る
。

ロ
ッ
ト
校
と
し
て
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
教
師
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
等
で
連
携
す
る
考
え

は
。

相
手
方
の
事
も
あ
る

の
で
す
ぐ
に
は
返
答

で
き
ま
せ
ん
が
、
近
隣
の
小

中
学
校
で
の
実
践
、
教
師
同

士
の
交
流
の
中
で
講
義
を
頂

く
な
ど
、
教
師
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
積
極
的
に
進
め
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
関
係
の
各
種
申

請
書
類
や
計
画
書
の

提
出
、
転
作
ヒ
ア
リ
ン
グ
等

へ
の
対
応
が
年
々
早
ま
っ
て

い
ま
す
。
関
係
書
類
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
。

農
林
水
産
省
共
通
申

請
サ
ー
ビ
ス
（
ｅ
−

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
イ
ー
マ
フ
）
の
シ

ス
テ
ム
導
入
は
し
て
い
ま
す

が
、
実
務
者
研
修
会
や
、
国

担
当
に
よ
る
派
遣
講
習
会
が

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
延
期

さ
れ
た
こ
と
で
、
農
業
者
へ

の
制
度
の
周
知
が
不
十
分
な

状
況
で
す
。

　
今
後
は
、
改
め
て
具
体
的

な
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
農

業
者
に
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ※-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
へ
の
町
と
し
て
の

取
り
組
み
や
民
間
事
業
者
と

の
連
携
は
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

登
録
か
ら
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

の
認
証
・
発
行
に
至
る
ま
で

の
手
続
き
が
複
雑
で
５
ヵ
月

以
上
の
時
間
と
、
１
０
０
万

円
程
度
の
費
用
が
発
生
す
る

こ
と
か
ら
、
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
民
間
事

業
者
で
は
自
ら
が
認
証
を
受

け
、
農
業
者
を
募
り
、
事
業

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
動

き
も
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
と
し
て
は
農
業
者
に
対
す

る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

農
業
も 

デ
ジ
タ
ル
化
を

教
育
長

町
長



令和 6年 4月 15日　第 165 号 14

一
般
質
問�

―
6
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

行政と住民による協働のまちづくりは
町長　地域活動への支援で推進

鈴
すず

木
き

　重
しげ

行
ゆき

  議員

防災意識の高揚を

自治活動の活性化を…

地
域
防
災
力
の
強
化
を

地
域
づ
く
り
活
動
の

推
進
と
し
て
計
画
さ

れ
る
、
住
民
に
よ
る
自
治
活

動
の
課
題
は
。

町
内
会
を
単
位
と
し

た
住
民
の
自
治
活
動

は
、
円
滑
な
行
政
運
営
を
進

め
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
か
つ
、
住

民
生
活
を
安
心
し
て
豊
か
に

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
自
治
活
動
の
運
営

に
あ
た
っ
て
は
、
各
町
内
会

な
ど
の
地
域
で
抱
え
る
課
題

は
様
々
な
分
野
に
わ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
っ
て

問 問

町
長

異
な
る
こ
と
か
ら
、
関
係
者

自
ら
が
自
分
た
ち
の
地
域
課

題
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持

ち
な
が
ら
課
題
解
決
に
向
か

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。

行
政
と
地
域
住
民
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
策
は
。

町
内
会
総
合
交
付

金
や
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
支
援
員
派
遣
事

業
に
よ
り
地
域
活
動
を
支
援

し
な
が
ら
、
課
題
解
決
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
は
。

第
4
次
三
川
町
総
合

計
画
で
か
か
げ
る
町

の
将
来
像
「
あ
ふ
れ
る
笑
顔
　

み
ん
な
が
住
み
や
す
い
ま
ち
　

ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
み
か

わ
」
を
継
続
し
て
目
指
し
つ

つ
、
施
策
事
業
の
実
行
に
あ

た
っ
て
は
コ
ロ
ナ
禍
で
経
験

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

手
段
・
手
法
を
検
討
し
ま
す
。

問

能
登
半
島
地
震
の
被

害
状
況
を
鑑
み
、
本

町
に
お
け
る
地
域
防
災
力
の

強
化
に
必
要
な
対
策
は
。

改
め
て
地
域
の
防
災

力
の
強
化
の
必
要
性

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
地
域
防
災
計
画
や

職
員
の
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

再
点
検
を
行
い
、
よ
り
実
行

性
、
実
現
性
の
高
い
計
画
と

す
る
取
り
組
み
が
重
要
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
の
発
生
直
後

に
は
、
短
時
間
で
町
の
職
員

が
各
々
の
部
署
に
配
置
し
避

難
所
開
設
や
、
食
料
・
飲
料

水
等
の
供
給
が
で
き
る
と
は

限
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
対
す

る
意
識
を
高
め
、
自
ら
食
料

や
飲
料
を
備
蓄
す
る
こ
と
、

そ
し
て
地
域
の
一
員
と
し
て

防
災
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
、

こ
れ
ら
の
町
民
や
自
主
防
災

組
織
の
災
害
に
対
す
る
備
え

を
促
進
し
地
域
防
災
力
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
長

町
長

問

町
長
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質
問  

三
川
町
の
こ
と
で
大
変
だ
と
感
じ
た
問

題
は
あ
り
ま
す
か
。

議
員  

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
を
食
い
止
め

る
と
い
う
問
題
で
す
。

質
問  

議
員
の
仕
事
で
、
小
中
学
校
と
関
係
の

あ
る
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
。

議
員  

エ
ア
コ
ン
設
置
や
パ
ソ
コ
ン
導
入
な
ど

議
論
し
て
い
ま
す
。

質
問  

議
員
の
役
割
分
担
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
い
ま
す
か
。

議
員  

4
つ
の
委
員
会
に
別
れ
て
専
門
的
に
調

査
検
討
し
て
い
ま
す
。

質
問  

議
員
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
一
番
大
変

だ
と
感
じ
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

議
員  

賛
成
か
反
対
か
結
論
を
だ
す
こ
と
が
一

番
大
変
で
す
。

1月30日、東郷小学校の6年生が役場を訪れ、議場で
魅力ある町づくりなどについて議員と話し合いました。

小学生との小学生との
議場懇談会議場懇談会

この町が大好きこの町が大好き

（
15
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
砂
田
　
茂
）

★
筒つ

つ

井い

千ち

歳と
せ

さ
ん

　
議
場
が
立
派
で
議
会
の
雰
囲
気
が

あ
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
町
の

問
題
改
善
に
向
け
て
話
合
う
姿
勢
が

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
町
の
こ
と
を
考
え
て
、

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
、
よ
り

良
い
三
川
町
に
し
た
い
で
す
。

★
菅す

が

原わ
ら

健け
ん

吾ご

さ
ん

　
議
員
と
話
合
い
が
で
き
る
な
ん
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
議
員
は
み
ん

な
の
意
見
も
し
っ
か
り
聞
か
な
い
と

い
け
な
い
し
、
白
黒
は
っ
き
り
さ
せ

る
の
が
難
し
い
な
ど
分
か
り
や
す
く

解
説
し
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

★
野の

澤ざ
わ

里り

真ま

さ
ん

　
始
め
は
緊
張
し
て
い
た
け
ど
、
最

後
は
緊
張
が
と
け
て
よ
か
っ
た
。
議

会
は
町
の
こ
と
や
環
境
整
備
な
ど
に

取
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

議
員
と
懇
談
し
て

わたしたちはこう思います

三川の人はとてもあたたか
く、この町が大好きです。
おいしいご飯もあって一生
ここにいたいと考えています。

魅力ある町になってほしいです。
きれいで思いやりあふれる素敵な
町であってほしいと思います。

活気のある町がいいです。
みんなで使える公共の場が
たくさんあって、交流の場
があったり、学校同士の交
流が盛んだったりすると元
気があっていいと思います。

質
問  

町
づ
く
り
の
中
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

議
員  

ど
う
い
う
姿
の
町
を
描
く
の
か
、
と
こ

と
ん
議
論
し
て
い
ま
す
。
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「何事にもTRY！」

三川男子ミニバスケットボール
スポーツ少年団
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三川男子ミニバスケットボール
スポーツ少年団

16

て
、
心
、
体
力
、
仲
間
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
あ
っ
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
で
す
。

三
川
男
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

代
表
　
岡
部
　
喜
紀

編
集
室

　
寒
く
厳
し
い
冬
が
あ

っ
て
迎
え
る
春
は
解
放

感
に
満
ち
る
も
の
で
す

が
、
今
年
の
春
は
地
吹

雪
の
な
い
冬
を
過
ご
し

て
き
た
せ
い
か
心
も
ち

春
の
匂
い
が
違
っ
て
感

じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
希
望
に
満
ち
た
新

一
年
生
の
黄
色
い
帽
子

と
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル

姿
に
桜
の
花
が
微
笑
む

季
節
は
や
は
り
い
い
も

の
で
す
。

　
広
報
委
員
会
も
、
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
新
た

な
誌
面
作
り
に
挑
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

砂
田
　
茂

三
川
男
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
19
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。平

成
29
年
に
団
が
復
活

し
、
初
年
度
は
団
員
10
人
以

下
の
チ
ー
ム
の
た
め
試
合
も

オ
ー
プ
ン
参
加
で
し
た
。
翌

年
か
ら
団
員
も
増
え
正
式
に

大
会
な
ど
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

団
の
目
標
は「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
」

体
力
づ
く
り
、
技
術
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
、

い
ろ
ん
な
事

に
ト
ラ
イ
し
、

あ
い
さ
つ
、

感
謝
、
物
を

大
切
に
す
る

心
の
育
成
に

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
練

習
は
各
小
学

校
の
体
育
館

を
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
、

週
4
回
行
っ

て
い
ま
す
。

学
年
に
あ
っ
た
練
習
で

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
ボ

ー
ル
を
扱
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
低
学
年
の
場
合
は
、
ま

ず
ボ
ー
ル
に
慣
れ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
。
高
学

年
は
バ
ス
ケ
の
技
術
、
体
力
、

チ
ー
ム
戦
略
な
ど
、
学
年
に

合
わ
せ
た
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
度
は
高
学
年
が
多
か

っ
た
た
め
、
三
川
男
子
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

復
活
以
来
初
の
交
歓
大
会
で

県
大
会
に
出
場
出
来
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
初
戦
敗
退

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
子
供

た
ち
み
ん
な
が
Ｔ
Ｒ
Ｙ
し
自

信
に
つ
な
が
っ
た
大
会
で
し

た
。ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
通
じ

が
ん
ば
っ
て
ま
す

シ
リ
ー
ズ
59

町
内
の
団
体
紹
介

（
16
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
佐
久
間
　
千
佳
）

発
行
責
任
者

議
会
議
長
　
志
田
　
德
久

委
員
　
鈴
木
　
重
行

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

委
員
　
鈴
木
　
淳
士

委
員
長
　
佐
久
間
千
佳

委
員
　
砂
田
　
　
茂

副
委
員
長
　
町
野
　
昌
弘

委
員
　
小
野
寺
正
樹

「
み
か
わ
保
育
園
・
幼
稚
園
」

（
写
真
）
砂
田
　
茂

表
紙
の
写
真

学
年
に
あ
っ
た
練
習
で


